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吉田市長 3 期目がスタート



1

　「任期を重ねるごとに、責任の重さが大きくなるのを感じています。
　２期８年、財政再建に取り組んできました。ゴミ収集の有料化など、市民の
皆さんには、本当に多大なご協力をいただきました。そのような状況でしたので、
財源確保ができず、『新しい事業』や『夢』を語ることもできませんでした。
　そして今、問題提義ができる状態になり、『夢』を形にしていくこともできる
のではないか、と考えています。これから、実現していく事業について、議会
や市民の皆さんと共に検討し、優先順位や方向性をまとめ、実現に向かってい
きたいと思います」

吉
田
市
長　
３
期
目
が
ス
タ
ー
ト

　

４
月
24
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
大
和
高
田
市
長
選
挙
の
結
果
、
吉
田
誠
克

さ
ん
が
再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

当
選
証
書
付
与
式
を
終
え
た
吉
田
市
長
は
、
記
者
会
見
で
次
の
よ
う
に

話
し
ま
し
た
。

「
多
く
の
市
民
み
な
さ
ん
の
理
解
を
得
て
、
３
期
目
を
迎
え
た
。
財

政
基
盤
も
で
き
つ
つ
あ
る
中
、ま
だ『
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
』『
市

立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
』『
土
地
開
発
公
社
経
営
健
全
化
計
画
』『
I
T

推
進
中
期
計
画
』
の
４
つ
の
改
革
プ
ラ
ン
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
し
て
並
行
し
な
が
ら
、『
市
民
の
夢
』
を
形
に
で
き
る
よ

う
計
画
を
た
て
、「
高
田
は
変
わ
っ
た
」
と
安
心
し
て
も
ら
え
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。
前
進
す
る
高
田
を
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
舵
取
り
を
し
て
い
こ
う
と
思
う
」

４月 27 日、職員に迎えられ吉田市長登庁

職員をまえに
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■
募
集
人
数　

２
名
程
度
（
男
女
１
名
ず
つ
を
予
定
）

※
策
定
委
員
会
は
、
学
識
経
験
者
、
事
業
者
、
各
種
団
体
、
公

　

募
市
民
な
ど
12
名
程
度
の
委
員
で
構
成

■
応
募
資
格　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と

○
大
和
高
田
市
内
に
在
住
し
、
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
満
20

歳
以
上
の
人

○
平
日
午
後
に
開
催
さ
れ
る
会
議
（
市
役
所
内
）
に
出
席
し
、

　

本
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
向
け
、
幅
広
い
視
点
で
積
極

　

的
に
発
言
で
き
る
人

■
応
募
方
法　

次
の
書
類
を
郵
送
、
電
子
申
請
、
持
参
の
い
ず

　

れ
か
に
よ
り
提
出

１
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
・
応
募
動

機
（
必
須
）、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
や
そ
の
他
審
議
会
等

の
委
員
に
就
任
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
活
動
内
容
を
記
入

し
た
応
募
用
紙 

※
応
募
用
紙
は
、
担
当
課
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

２
「
大
和
高
田
市
は
将
来
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し

　

い
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
３
０
０
字
程
度
の
小
論
文

■
応
募
期
間　

平
成
23
年
６
月
６
日
（
月
）
か
ら
平
成
23
年
６

　

月
17
日
（
金
）
ま
で

１
郵
送
の
場
合
は
、
平
成
23
年
６
月
17
日
（
金
）
ま
で
の
消
印

　

が
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

２
持
参
の
場
合
は
、
応
募
期
間
中
の
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後

　

５
時
ま
で
受
付
。 

３
電
子
申
請
の
場
合
は
、平
成
23
年
６
月
17
日（
金
）ま
で
受
付
。

※
応
募
書
類
は
、
返
却
し
ま
せ
ん
。 

※
応
募
書
類
を
受
け
付
け
た
場
合
は
、
受
領
確
認
通
知
書
を
７

日
程
度
で
送
付
し
ま
す
。

委員募集します
「大和高田市都市計画マスタープラン策定委員会」

■会議の名称
　大和高田市都市計画マスタープラン策定委員会（以下「策定委員会」と呼びます）
■会議の目的
　大和高田市では、平成 10 年度に大和高田市都市計画マスタープランを策定し、都市計画の目標や、本市の全
体構想、地域別構想に関する施策を総合的かつ計画的に推進してきました。
　この度、都市計画の環境の変化などの現状を踏まえ、見直しをおこない新たなマスタープランを策定します。
つきましては、市民の皆さんから直接意見や提案をいただき、市民の視点に立った意見を踏まえ、本マスタープ
ランを策定したいと考えています。下記のとおり、委員を公募します。

■
選
考
方
法

　

応
募
書
類
に
よ
り
選
考
し
、
選
考
結
果
は
平
成
23
年
６
月
下

　

旬
ご
ろ
に
、
文
書
で
通
知
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
面
接
を

　

お
こ
な
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。（
該
当
す
る
人
へ
、別
途
連
絡
）

■
業
務
内
容
等

○
策
定
委
員
会
の
市
民
委
員
と
し
て
、
市
の
指
定
す
る
日
（
平

　

日
の
午
後
）
の
会
議
に
出
席
し
、
大
和
高
田
市
都
市
計
画
マ

　

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
内
容
に
つ
い
て
幅
広
い
視
点
で
討
議

○
公
募
委
員
の
期
間
は
、
就
任
を
委
嘱
し
た
日
か
ら
平
成
24
年

　

３
月
31
日
ま
で
（
そ
の
間
、
約
３
〜
４
回
程
度
の
会
議
を
開

　

催
予
定
） 

※
会
議
で
の
発
言
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
公
表
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

■
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

　

応
募
書
類
お
よ
び
応
募
者
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
厳
重

に
管
理
し
、
目
的
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

■
そ
の
他

○
市
民
会
議
の
委
員
と
な
り
、
会
議
に
出
席
し
た
場
合
は
、
本

　

市
の
規
定
に
基
づ
き
報
酬
を
支
払
い
ま
す
。 

○
応
募
等
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
応
募
者
負
担 

■
応
募
・
問
合
先

 

〒
６
３
５
｜
８
５
１
１

　

大
和
高
田
市
大
中
１
０
０
番
地
の
１

　

大
和
高
田
市
役
所　

環
境
建
設
部
都
市
計
画
課      

　

担
当
：
大
中
、
吉
村

 　

☎
22
・
１
１
０
１
（
代
表
）

　

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
tokei@

city.yam
atotakada.nara.jp
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個
人
情
報
保
護
制
度

の
運
用
状
況

(1)
個
人
情
報
取
扱
事
務
の

　

届
出
件
数

(2)
開
示
等
請
求
件
数
・
処
理
件
数

①
開
示
請
求（
条
例
第
18
条
に
よ
る
請

求
）、訂
正
請
求
、削
除
請
求
、利

用
又
は
提
供
の
中
止
の
請
求

☆
開
示
等
請
求
の
内
容
・
決
定
の
内
容

②
条
例
第
22
条
（
簡
易
な
開
示
）

に
よ
る
開
示
請
求
（
各
担
当

課
で
の
要
綱
に
基
づ
く
請
求
）

(3)
不
服
申
立
て
等
の
件
数
・

　

処
理
の
状
況

　

平
成
22
年
度
は
、
不
服
申
立
て

等
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

(4)
個
人
情
報
保
護
審
査
会
の

　

開
催
状
況

　

平
成
22
年
度
は
、
不
服
申
立
て

等
が
な
く
、
会
議
は
開
催
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

(5)
個
人
情
報
保
護
運
営
審
議
会
の

　

開
催
状
況

　

平
成
22
年
度
は
、開
催
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

※
市
が
出
資
す
る
法
人
へ
の

　

開
示
請
求
等

　

大
和
高
田
市
土
地
開
発
公
社

は
、
市
の
施
策
に
準
じ
て
個
人

情
報
保
護
制
度
を
推
進
す
る
た

め
の
要
綱
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
は
、
こ
の
要
綱
に

基
づ
く
開
示
請
求
、
訂
正
請
求
、

削
除
請
求
及
び
中
止
請
求
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

実　施　機　関 件数
市　　長 242
議　　会 2

教育委員会 57
選挙管理委員会 9

監査委員 1
公平委員会 1
農業委員会 8

固定資産評価審査委員会 0
水道事業管理者 12

合　　　計 332

請　求　区　分 件数

開示請求 4

訂正請求 0

削除請求 0

利用又は
提供の中止の請求 0

合　　　計 4

No
請求

個人情報の内容 実施
機関 所管課 決定日 決定内容 不開示

該当日 区分

88 H22.6.9 開示 請求者世帯の生活保護に関する文書 市長 保護課 H22.6.16 部分開示 1号

89 H22.6.9 開示
平成 21年10 月から平成21年12月まで
の間に私が受けた居宅介護サービスの提
供内容が分かる文書

市長 社会福祉課 H22.6.9 部分開示 1号

90 H22.9.6 開示 私名義の東雲町○○に係る平面図、
立面図、断面図及び矩計図 市長 建築住宅課 H22.9.7 開示

91 H23.1.19 開示
平成 22 年 4 月から平成 23 年 1 月
までの間になされた私の住民票等交
付申請書及び附属書類

市長 市民課 H23.1.24 部分開示 1号

実施機関 担当課 開　示　内　容 件数

市長 保険医療課 過去5年間の国民健康保険に係るレセプト 3

市長 保険医療課 過去5年間の老人医療に係るレセプト 1

市長 保護課 過去5年間の生活保護に係るレセプト 0

市長 介護保険課 次のうち必要な事項…要介護・要支援認定に係る調査内容、
主治医意見書、 介護認定審査会における認定結果 18

市長 看護専門学校 入学者選抜試験における各試験得点及びその合計点 2

教育
委員会

商業高校
事務管理課

入学者選抜試験における各教科別検査得点及びその合計
点 140

情
報
公
開
制
度
の

運
用
状
況

(1)
開
示
請
求
件
数
・
処
理
件
数

　
「
大
和
高
田
市
情
報
公
開
条

例
」
に
基
づ
く
開
示
請
求
が
、
23

件
あ
り
ま
し
た
。

実施機関 件数
処理内容 （件） 写しの

交付（枚）開示 部分開示 不開示 存否 不存在 却下 取下げ
市　　長 14 7 6 0 0 1 0 0 704
議　　会 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育委員会 2 2 0 0 0 0 0 0 28
選挙管理委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0

監査委員 1 0 0 0 0 0 0 1 0
公平委員会 1 1 0 0 0 0 0 0 0
農業委員会 2 0 2 0 0 0 0 0 0

固定資産評価審査委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0
水道事業管理者 3 2 0 0 0 0 0 1 17

合　　　計 23 12 8 0 0 1 0 2 749

平
成
22
年
度

　

個
人
情
報
保
護
制
度
・

　

情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

平成 22 年度中に、市が
運用をおこなった個人情報
保護制度・情報公開制度
の、件数や内容などをお
知らせします。
〔企画法制課　内線 275〕
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(2)
不
開
示
情
報
別
件
数

　

条
例
第
6
条
に
定
め
る
不
開
示

情
報
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
部

分
開
示
と
な
っ
た
事
例
の
理
由
は

次
の
と
お
り
で
す
。

(3)
開
示
請
求
の
内
容
・
決
定
の
内
容

　

下
の「
別
表
1
」の
と
お
り
で
す
。

(4)
不
服
申
立
て
等
の
件
数
・

　

処
理
の
状
況

　

平
成
22
年
度
は
、
不
服
申
立
て

等
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

(5)
開
示
実
績
の
あ
る
公
文
書
の

　

写
し
の
交
付
等
申
込
の
内
容

　

過
去
に
「
大
和
高
田
市
情
報

公
開
条
例
」
に
基
づ
く
開
示
請

求
が
あ
り
、
開
示
（
全
部
開
示
・

部
分
開
示
）
の
実
績
が
あ
る
文
書

は
、
同
じ
内
容
で
開
示
の
申
出
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、「
公
文
書
開
示

請
求
書
」
に
よ
ら
ず
「
公
文
書
の

（別表 1：開示請求の内容・決定の内容）

不開示情報 件数

1号 個人に関する情報 8

2号 法人等事業活動情報 0

3号 意思形成過程情報 0

4号 事務事業執行情報 0

5号 法令秘情報 0

6号 犯罪等社会的危害防止情報 0

合　　　計 8

No 請求日 請求公文書の内容 実施機関 所管課 決定日 決定内容 不開示該当
255 H22.4.17 平成13年度における大和都市計画高度地区の計画変更に係る計画書及び告示日が分かる文書 市長 都市計画課 H22.4.27 開示

256 H22.4.16 平成 22年1月1日から平成 22 年 3 月31 日までに届出のあった住居番号付番
通知書及び住居表示台帳 市長 市民課 H22.4.27 部分開示 1号

257 H22.4.20 大和高田市が無償貸付をおこなっている市有財産の詳細内容が分かる文書（場
所、貸付先及び契約書等） 市長 財産管理課 H22.5.6 部分開示 1号

258 H22.4.26 平成 22 年度に市長が締結した損害保険契約の証券又は保険の内容が分かる
もの（自動車保険及び火災保険を除く） 市長 企画法制課 H22.5.14 部分開示 1号

259 H22.4.26 平成 22 年度に教育委員会が締結した損害保険契約の証券又は保険の内容が
分かるもの（自動車保険及び火災保険を除く） 教育委員会

所管課が複数にわ
たるため、学校教

育課で処理
H22.5.14 開示

260 H22.4.26 平成 22 年度に水道事業管理者が締結した損害保険契約の証券又は保険の内
容が分かるもの（自動車保険及び火災保険を除く）

水道事業
管理者 水道総務課 H22.5.14 開示

261 H22.5.10 地番図、固定資産税・都市計画税課税台帳兼名寄台帳（不動産登記事項） 市長 税務課 H22.5.20 開示

262 H22.5.24 曙町○○番地の給水装置工事施行申請書 水道事業
管理者 水道総務課 H22.6.2 取下げ

263 H22.6.8 行政財産使用許可書 市長 土木管理課 H22.6.8 開示
264 H22.7.2 中和幹線・土庫川橋梁上部工事に係る文書 市長 都市計画課 H22.7.16 開示

265 H22.7.30 平成 22 年 4 月1 日から平成 22 年 6 月30 日までに届出のあった住居番号付
番通知書及び住居表示台帳 市長 市民課 H22.8.17 部分開示 1号

266 H22.9.10 水道メーター検針及び取替業務委託契約（平成２２年 6 月1 日開札実施）に
係る開札録 市長 契約監理室 H22.9.10 開示

267 H22.10.12 公平委員会会議録（平成２０年度及び平成２１年度分） 公平委員会 企画法制課 H22.10.19 開示
268 H22.10.12 農業委員会会議録（平成２０年度及び平成２１年度分） 農業委員会 産業振興課 H22.10.26 部分開示 1号

269 H22.10.20 平成２２年７月１日から平成２２年９月３０日までに届出のあった住居番号付番通知
書及び住居表示台帳 市長 市民課 H22.10.27 部分開示 1号

270 H22.10.22 平成２１年１０月１日から平成２２年９月３０日までに市長が締結した損害保険契約
の証券又は保険の内容が分かるもの（自動車保険及び火災保険を除く） 市長 企画法制課 H22.11.5 開示

271 H22.10.22 平成２１年１０月１日から平成２２年９月３０日までに教育委員会が締結した損害保
険契約の証券又は保険の内容が分かるもの（自動車保険及び火災保険を除く） 教育委員会

所管課が複数にわ
たるため、生涯学

習課で処理
H22.11.5 開示

272 H22.10.22
平成２１年１０月１日から平成２２年９月３０日までに水道事業管理者が締結した損
害保険契約の証券又は保険の内容が分かるもの（自動車保険及び火災保険を除
く）

水道事業
管理者 水道工務課 H22.11.5 開示

273 H22.10.28 農業委員会会議録（平成 19 年 7 月から平成 20 年 3 月まで） 農業委員会 産業振興課 H22.11.4 部分開示 1号
274 H22.11.8 2000 年 5 月議員交際費に関する「住民監査請求」の監査結果の写し 監査委員 監査委員事務局 H22.9.8 取下げ
275 H22.11.17 南陽町地域に係る住居表示台帳 市長 市民課 H22.11.30 不存在

276 H23.1.24 平成２２年１０月１日から平成２２年１２月３１日までに届出のあった住居番号付番通
知書及び住居表示台帳 市長 市民課 H23.1.28 開示

277 H23.2.2 市立保育所給食調理業務委託事業者の選定に係る一切の文書 市長 保育課 H23.2.16 部分開示 1号

市役所 3 階 情報公開コーナー

写
し
等
申
込
書
」
に
よ
り
情
報
提

供
し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
は
、

交
付
等
申
込
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

(6)
情
報
公
開
審
査
会
の
開
催
状
況

　

平
成
22
年
度
は
、
不
服
申
立
て

等
が
な
く
、
会
議
は
開
催
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

※
市
が
出
資
す
る
法
人
へ
の

　

開
示
請
求

　

大
和
高
田
市
土
地
開
発
公
社

は
、
市
の
施
策
に
準
じ
て
情
報
公

開
制
度
を
推
進
す
る
た
め
の
要
綱

を
整
備
し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年

度
は
、
こ
の
要
綱
に
基
づ
く
開
示

請
求
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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大
和
高
田
市
議
会
議
員
が

決
ま
り
ま
し
た

　

去
る
４
月
24
日
に
行
わ
れ
た
、
大
和
高
田
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
市
議
会
議
員

18
名
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
敬
称
略
、
議
席
番
号
順
〕

仲本　博文

向川　征秀島田　保継

平郡　正啓

泉尾　安廣

萬津　力則

西川　繁和

西村　元秀

御　
　

礼　
　

状　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
本
市
で
は
多
く
の
尊
い
生
命
や
貴
重
な
財
産
を

失
う
と
と
も
に
、
市
街
地
を
は
じ
め
市
内
各
地
で
壊
滅
的
な
被
害
を
被
り
、
多
く
の

市
民
が
避
難
所
な
ど
に
身
を
寄
せ
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
い
ち
早
く
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、

大
変
あ
り
が
た
く
、
心
か
ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
全
国
各
地
か
ら
暖
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
わ
れ
わ
れ
も
被
災
時
の
過
酷
な

状
況
か
ら
抜
け
出
し
、
日
々
安
定
し
た
生
活
環
境
の
確
保
に
向
け
、
多
く
の
方
々
か
ら

の
ご
協
力
の
も
と
懸
命
に
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
頂
戴
し
ま
し
た
ご
厚
情
に
対
し
、
何
ら
お
返
し
す
る
す
べ
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

皆
様
方
の
お
気
持
ち
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
市
民
一
丸
と
な
り
一
日
も
早
い
復
興
を

目
指
し
懸
命
に
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
ご
支
援
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
皆
様
の
ご
多
幸
を
ご
祈
年

申
し
上
げ
ま
し
て
御
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
陸
前
高
田
市
長　
　
　
　
　

戸　

羽　
　

太

岩
手
県
陸
前
高
田
市
長
か
ら
お
礼
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

大
和
高
田
市
で
は
、
大
和
高
田
市
商
工
会
議
所
を
通
じ
て
、
会
員
企
業
や
市

内
商
店
街
（
商
業
組
合
）
へ
救
援
物
資
の
提
供
を
お
願
い
し
、
４
月
１
日
ま
で

に
、
肌
着
や
靴
下
、
衣
服
、
運
動
靴
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
等
、
段
ボ
ー
ル

７
４
０
箱
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

物
資
は
、
４
月
６
日
奈
良
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
高
田
支
部
の
協
力
を
得
て
、
陸

前
高
田
市
へ
出
発
、７
日
陸
前
高
田
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
へ
の
救
援
物
資
の
搬
入
の
様
子
は
、
大
和
高
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
被
災
現
場
の
状
況
も
確
認
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
自
治
振
興
課　

内
線
２
２
１
〕
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大
和
高
田
市
法
令
遵
守
推
進
条
例
（
仮
称
）策
定
市
民
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
公
募
結
果

　

市
民
会
議
の
委
員
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
6
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

選
考
で
は
、「
応
募
動
機
」
と
、
作
文
「
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
市
政
の
確
立
に
つ
い
て
」

の
内
容
を
検
討
し
、
3
名
の
委
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

5
月
30
日
（
月
）
の
第
1
回
会
議
以
降
、
数
回
の
会
議
を
経
て
、
条
例
案
の
策
定
を
め

ざ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
企
画
法
制
課　

内
線
２
７
５
〕

中谷　修一 仲本　清治

堂本　正信 奥本　英子

戸谷　隆史朝井　啓祐 森村　和男

沢田　洋子 砂原　弘治 藤田　精子

東
日
本
大
震
災
関
連
の
お
知
ら
せ

●
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

▽
内
容　

避
難
地
で
の
雇
用
契
約
、
建
物
賃
貸
借
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
生
活
紛
争

　
　
　

全
般
の
相
談

▽
連
絡
先　

西
和
地
区
担
当　

司
法
書
士　

徳
田
勲
（
☎
57
・
０
６
６
６
）

〔
奈
良
青
年
司
法
書
士
会
〕

●
税
金（
国
税
）
の
特
例
が
あ
り
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
人
は
、
所
得
税
の
軽
減
・
免
除
が
受
け
ら
れ
、
税

務
署
で
手
続
き
を
お
こ
な
う
こ
と
で
所
得
税
が
還
付
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
源

泉
所
得
税
の
徴
収
猶
予
や
還
付
な
ど
の
特
例
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務
署
（
市
内

の
税
務
署
：
葛
城
税
務
署
☎
22
・
２
７
２
１
）
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
葛
城
税
務
署　

☎
22
・
２
７
２
１
〕

●
ふ
る
さ
と
寄
附
金
で
被
災
地
支
援

　

被
災
地
の
自
治
体
へ
の
寄
附
金
、
自
治
体
を
通
じ
て
の
被
災
者
へ
の
義
援
金
は
、「
ふ
る
さ

と
寄
附
金
」
と
し
て
住
民
税
・
所
得
税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
日
本
赤
十
字
社

や
中
央
共
同
募
金
会
等
へ
の
義
援
金
も「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」と
し
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
省
東
日
本
大
震
災
関
連
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.soum
u.

go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
総
務
省
〕
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〈材料〉
☆そらまめ ………… 200ｇ程度
　　　　さやから出して茹でたもの
   たまねぎ ………… １個
   豆乳 ……………… 300ｃｃ
　クルトン …………… 適宜

　

天
満
保
育
所
は
、
昭
和
46
年

に
開
園
し
ま
し
た
。
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
、
四
季
の
草
花
や
小

動
物
に
触
れ
あ
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
０
歳
か

ら
就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
が
い
っ

し
ょ
に
生
活
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
、

毎
日
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

☆
﹃
き
ら
き
ら
タ
イ
ム
﹄
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

遊
ぼ
う

　

毎
週
月
曜
日
、「
き
ら
き
ら
タ

イ
ム
」
で
は
、
異
年
齢
の
友
達

と
遊
ん
で
い
ま
す
。
４・
５
歳
児

を
中
心
に
体
操
し
た
り
、
触
れ
あ

い
遊
び
を
し
た
り
、
散
歩
に
出
か

け
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
年
長
児
は
、
小
さ

い
子
の
世
話
を
す
る
の
が
う
れ
し

く
て
、
靴
を
は
か
せ
て
あ
げ
た
り

手
を
つ
な
い
だ
り
⋮
。
小
さ
い
子

は
、
年
長
児
の
す
る
こ
と
を
、
真

似
て
や
ろ
う
と
す
る
姿
が
見
ら

れ
ま
す
。
互
い
に
刺
激
を
受
け

あ
っ
て
、
成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

☆
地
域
と
の
交
流

　

民
生
児
童
委
員
の
お
世
話
に

よ
り
、
保
育
所
の
近
く
の
平
沼
寮

の
高
齢
者
と
、
春
や
秋
に
交
流

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
保
育
所

に
来
て
も
ら
っ
た
り
、
子
ど
も
た

ち
が
平
沼
寮
に
行
っ
て
、
触
れ
あ

い
遊
び
を
し
ま
す
。
運
動
会
で

は
、
い
っ
し
ょ
に
玉
入
れ
を
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ひ
ま
わ

り
お
ば
さ
ん
（
厚
生
保
護
婦
人

部
）
の
皆
さ
ん
と
、
も
ち
つ
き
を

し
た
り
、
交
流
会
を
も
っ
た
り
も

し
ま
す
。
地
域
の
人
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
、
子
育
て
を
し
て
い
く
大

切
さ
や
う
れ
し
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
・
保
育
所
・

保
護
者
が
一つ
の
輪
に
な
り
、「
元

気
な
明
る
い
子
ど
も
」
「
心
ゆ
た

か
な
子
ど
も
」
「
仲
良
く
遊
べ
る

子
ど
も
」
「
考
え
る
子
ど
も
」
を

め
ざ
し
て
子
育
て
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

天満保育所

＊ そらまめの冷製スープ
　　　　　　（４人分）

〈エネルギー〉（１人分）
120 キロカロリー
たんぱく質 …… 8.5g
カルシウム …… 33 mg　　

　コンソメ …………… 小さじ２
　バター …………… 適宜
　酒、塩、こしょう … 適宜　
  

蒸し暑い日に、あっさりしたスープです。58          

〈作り方〉
１ たっぷりの湯を沸かし、塩と酒少々を入れてそらまめをゆでる。（酒を入れるこ

とで青臭さが和らぐ）
２  玉ねぎをみじん切りにする。

３ 鍋にバターを入れてたまねぎをよく炒め、そらまめを加える。水をひたひたま

で入れ、コンソメを加えてやわらかくなるまで煮る。豆乳と一緒にミキサーに

かける。

４ 鍋に戻して加熱し、塩、コショウで味を調える。冷蔵庫で冷やし、器に入れてクルト
ンを浮かす。

さやが上を向いてなるため空豆
（そらまめ）といいます。さやか
ら出して空気にふれると鮮度が
落ちるので、ゆでる直前にさや
から出してください。たんぱく質、
ビタミン B1、B2、Ｃを豊富に
含みます。　　　　　〔保育課〕



8

大和高田市歯科医師会

食
べ
る
楽
し
み　

い
つ
ま
で
も

｢

か
た
い
も
の
が
食
べ
に
く
い｣

｢

口
が
、
渇
く｣

｢

汁
物
で
、
む
せ
る｣

「
で
も
、
年
だ
か
ら
し
か
た
な
い

･･･

」
と
、
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
お

口
の
機
能
は
ど
ん
ど
ん
低
下
し
、

低
栄
養･

脱
水･

誤ご

嚥え
ん･

運
動

機
能
の
低
下･

意
欲
減
退
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
支
障
が
で
て
き
ま
す
。

な
か
で
も
高
齢
者
に
多
い
誤ご

嚥え
ん

性

肺
炎
は
、
細
菌
を
含
ん
だ
だ
液
な

ど
が
、
誤
っ
て
気
管
や
肺
に
入
る

こ
と
で
お
こ
る
、
肺
炎
で
す
。
お

口
の
健
康
は
、
全
身
の
健
康
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
困
り
ご
と
を
予
防

す
る
た
め
に
は
、
日
々
の
口
腔
ケ

ア
が
、
と
て
も
大
切
で
す
。
口
腔

ケ
ア
と
は
、
口
腔
清
掃(

毎
食
後

の
歯
み
が
き･

舌
の
清
掃･

義
歯

を
は
ず
し
て
み
が
く･

定
期
的
に

歯
科
医
で
歯
石
を
除
去
し
て
も
ら

う
等)

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

口
腔
の
体
操(

舌
体
操･

だ
液
腺

マ
ッ
サ
ー
ジ･

お
し
ゃ
べ
り･

歌

を
歌
う
等)

で
舌･

唇･

頬･

の

ど
の
筋
肉
を
鍛
え
、
嚥え
ん

下げ(

飲
み

込
み)

機
能
を
維
持･

向
上
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
課
で
は
、
お
口

の
機
能
低
下
や
低
栄
養
が
気
に
な

る
、
65
才
以
上
の
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
人
を
対
象
に
、
口
腔

ケ
ア
と
栄
養
改
善
を
学
ぶ
『
食
べ

て
元
気 

歯
っ
ぴ
い
教
室
』
を
、
９

〜
11
月
に
、
６
回
１
コ
ー
ス
で
開

催
予
定
で
す
。
ま
た
歯
科
衛
生

士
に
よ
る
電
話
相
談･

訪
問
相
談

も
随
時
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
予
約
制
で
す
。
希
望

す
る
人
は
、
地
域
包
括
支
援
課
へ

お
申
し
込
み･

お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

〔
地
域
包
括
支
援
課 

　
　
　
　
　
　
　

内
線
５
８
８
〕

「
歯
の
お
は
な
し
」

終
了
に
あ
た
っ
て

　

1
年
余
り
に
わ
た
っ
て
、
歯

科
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
つ
い

て
、
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
今
回
で
最
終
と
な

り
ま
す
。

　

今
回
は
、
ま
と
め
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
大
切
な
部
分
を
今

一
度
、
お
さ
ら
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
口
と
歯
の
健
康

の
た
め
に
、
私
た
ち
大
和
高
田

市
歯
科
医
師
会
は
、
市
で
開
催

さ
れ
る
各
種
検
診
や
、
学
校
健

診
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

世
代
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
口
腔

を
診み

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
常

に
感
じ
る
こ
と
は
、
定
期
検
診

と
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
大

切
さ
で
す
。　

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、

早
い
段
階
で
、
虫
歯
や
歯
周
病

に
対
処
す
れ
ば
、

「
痛
く
な
い
」

「
期
間
が
短
く
済
む
」

「
治
療
費
が
か
さ
ま
な
い
」

な
ど
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
が
多
大

で
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
全
身

の
健
康
に
も
影
響
し
ま
す
し
、

老
後
の
生
活
レ
ベ
ル
に
も
、
歯

の
健
康
は
、
大
き
な
意
味
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　

ひ
い
て
は
、
国
の
行
政
レ
ベ

ル
で
も
「
医
療
費
全
般
の
抑
制
」

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
綺
麗
な
歯
で
あ
る
こ

と
は
、
自
然
な
笑
顔
を
生
み
出

す
こ
と
が
で
き
、
身
体
の
み
な

ら
ず
、
精
神
衛
生
上
も
、
意
義

深
い
こ
と
だ
と
い
え
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
痛
み
や
不
快
症

状
が
な
く
て
も
、
積
極
的
に
歯

石
や
歯
こ
う
を
と
っ
た
り
、
歯

の
表
面
を
磨
き
に
、
歯
科
医
院

を
訪
れ
て
く
だ
さ
い
。
年
に
２

〜
３
回
で
、
掃
除
し
な
が
ら
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
ま
す
。

　

私
た
ち
、
日
本
歯
科
医
師
会

が
推
進
す
る
「
８
０
２
０
運
動
」

は
、
定
期
検
診
な
く
し
て
は
、

実
現
が
難
し
い
の
が
、
現
状
で

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
、
私
た

ち
歯
科
医
師
が
協
力
し
て
、
皆

さ
ん
一
人
一
人
の
健
康
を
、
増

進
し
て
行
き
た
く
思
い
ま
す
。

　
　

　

長
ら
く
の
お
付
き
合
い
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
考
に
な

れ
ば
、
幸
い
で
す
。

「
歯
の
お
は
な
し
」の
掲
載
に
あ

た
り
、大
和
高
田
市
歯
科
医
師
会

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
い
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。　
　

  
広
報
情
報
課
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一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
。
最
近

入
居
し
た
自
宅
の
ガ
ス
は
L
P
ガ

ス（
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
）だ
が
、
近
く
に

住
む
息
子
宅
で
食
事
・
入
浴
を
し

て
い
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
使
っ
て
い

な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
ガ
ス
料
金
約

3
、0
0
0
円
が
毎
月
請
求
さ
れ

て
い
る
。転
居
前
の
L
P
ガ
ス
料
金

と
比
べ
て
も
高
額
だ
。メ
ー
タ
ー
等

が
故
障
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

<

70
歳
代　

男
性

請
求
金
額　

約
３
、０
０
０
円

<

☆
複
数
の
相
談
事
例
を
元
に
、一
般
的

な
相
談
と
し
て
構
成
し
た
も
の
で

す
。
特
定
の
相
談
事
例
を
示
す
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

L
P
ガ
ス
料
金
は
自
由
設
定

　

L
P
ガ
ス
料
金
は
、
都
市
ガ

ス
や
電
気
な
ど
の
認
可
料
金
と

は
違
い
、
販
売
店
が
そ
れ
ぞ
れ
の

計
算
方
法
で
料
金
を
設
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
提
供
す
る

相
談
事
例

LPガスの
料金が高額

サ
ー
ビ
ス
や
保
守
対
応
の
違
い

に
よ
り
、料
金
に
差
が
あ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

L
P
ガ
ス
販
売
店
と
購
入
契

約
を
結
ぶ
際
に
は
、
販
売
店
か

ら
「
料
金
の
単
価
や
計
算
方
法
、

供
給
設
備
や
消
費
設
備
の
管
理

方
法
、
費
用
の
負
担
方
法
、
保

安
調
査
の
方
法
、
周
知
の
方
法
、

解
約
時
の
精
算
方
法
な
ど
」
の

重
要
事
項
を
記
し
た
書
面
を
交

付
す
る
よ
う
、「
液
化
石
油
ガ
ス

法
」で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

L
P
ガ
ス
料
金
の
仕
組
み

　

今
回
の
相
談
者
は
高
齢
で
、

書
面
確
認
が
困
難
で
あ
り
、
料

金
制
度
に
つ
い
て
の
理
解
も
不

十
分
で
し
た
。
そ
こ
で
、
家
族

立
ち
会
い
の
も
と
、
販
売
店
に

保
守
点
検
と
料
金
制
度
に
つ
い

て
の
説
明
を
求
め
ま
し
た
。

　

L
P
ガ
ス
料
金
は
、「
基
本

料
金
」
と
「
従
量
料
金
」
の
合
計

で
計
算
さ
れ
る
「
二
部
料
金
制
」

が
一
般
的
で
す
。

《
基
本
料
金
》

ガ
ス
の
使
用
量
に
関
係
な
く
か

か
る
、
固
定
的
な
費
用
（
容
器

や
メ
ー
タ
ー
な
ど
、
ガ
ス
を
提

供
す
る
た
め
の
設
備
費
・
保
安

や
検
針
に
か
か
る
費
用
な
ど
）

《
従
量
料
金
》

ガ
ス
の
使
用
量
に
応
じ
て
か
か

合
唱
と
自
尊
感
情

　
　            

～
ゾ
ク
ッ
！
と
す
る
あ
の
感
覚
～

100

　

こ
こ
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、「
自
尊

感
情
」
と
い
う
言
葉
が
、
盛
ん
に
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
自

尊
感
情
」
と
は
、「
自
分
は
か
け
が

え
の
な
い
大
切
な
存
在
だ
と
感
じ
る

気
持
ち
」と
い
う
意
味
で
、自
分（
私
）

＝
Ｏ
Ｋ
と
同
時
に
、
他
者
（
あ
な
た
）

＝
Ｏ
Ｋ
と
い
う
関
係
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
自
分
（
私
）
＝
Ｏ
Ｋ
だ

け
で
は
、「
自
己
中
心
的
」
に
し
か

す
ぎ
ま
せ
ん
。
相
手
を
認
め
つ
つ
も
、

自
分
自
身
も
認
め
て
は
じ
め
て
、「
自

尊
感
情
」
と
い
う
気
持
ち
が
成
立
す

る
わ
け
で
す
。
昨
今
、
い
じ
め
や
虐

待
が
起
こ
る
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

こ
の
「
自
尊
感
情
」
の
低
さ
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
１
か
月
ほ
ど
前
の
こ
と
で

す
が
、
大
学
の
合
唱
サ
ー
ク
ル
（
混

声
四
部
）
の
同
窓
会
に
出
席
し
ま
し

た
。
30
年
ぶ
り
の
再
会
で
す
。
出

席
者
は
、
30
年
前
の
様
子
を
振
り
返

り
、「
あ
の
と
き
は
、
こ
う
や
っ
た
な

あ
・
・
・
」
と
懐
か
し
む
こ
と
ひ
と

し
き
り
。
そ
の
中
で
、
当
時
、
指
導

を
し
て
い
た
だ
い
た
先
生
の
こ
と
が

話
題
に
出
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、

そ
の
先
生
は
、
私
が
卒
業
を
し
て
２
、

３
年
目
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
の

で
す
が
、
当
時
、
先
生
の
言
葉
で
、

特
に
心
に
残
っ
た
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
自
分
だ
け
一
生
懸
命
歌
わ
な
い
で
、

お
互
い
の
パ
ー
ト
の
音
を
聴
き
合
い

な
さ
い
。
心
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
感
じ

な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
合
唱

活
動
を
し
て
い
る
人
な
ら
、
こ
の
こ

と
は
、
よ
く
お
わ
か
り
の
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　

合
唱
は
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
命
で
す
。

よ
く
、
ピ
タ
ッ
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
決

ま
っ
た
と
き
は
、「
ゾ
ク
ッ
！
」
と
し

た
何
と
も
言
え
な
い
心
地
よ
い
感
覚

を
覚
え
ま
し
た
。
こ
の
感
覚
は
、
お

互
い
が
お
互
い
の
音
を
聴
き
合
い
、

心
が
つ
な
が
っ
て
い
る
（
心
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
）
と
き
に
だ
け
、
生
ま
れ
て
く

る
感
覚
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
「
ゾ

ク
ッ
！
」
と
す
る
感
覚
が
、「
自
尊

感
情
」
の
高
ま
り
に
つ
な
が
る
ひ
と

つ
で
あ
る
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、「
ゾ
ク
ッ
！
」

と
す
る
あ
の
感
覚
は
、
ど
ん
な
時
に

感
じ
ら
れ
ま
す
か
。

      　
　
　
　
　
　
〔
人
権
施
策
課
〕
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● 市消費生活センター ▽相談日時　月・火・木・金曜日 午前10 時〜午後4 時   ▽ところ　市役所3 階   ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所 ▽相談日時　月〜金曜日 午前 9 時〜午後 5 時（受付は午後4 時まで） 

　 ▽ところ　県高田総合庁舎 2 階　 ▽予約先　☎ 22-0931　　　　　　　　　　  ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。

老人ホームか。何かいい対策は…。

えっ、先生！ 老人ホームに入るんですか！？

何を言っているんだい。最近、有料老人ホームの
契約・解約トラブルが増えているって話だよ。

あぁ、そういうことですか。

大きな問題だよ。有料老人ホームは、1,000万
円以上の高額な契約も珍しくないからね。

1,000 万円以上！ どんな相談が多いんですか？

入居前に支払う一時金や、退去時の精算に関
するトラブルが多い。契約前に業者の説明を
よく聞き、施設の見学などもしておくべきだ。

先生なら、どんなトラブルでも避けられますよ。

だから、入居するとは言っていないだろう…。

有料老人ホームの
トラブル

教えて！
最新情報 る

費
用
（
ガ
ス
の
原
料
費
・
容

器
の
配
送
費
な
ど
）

販
売
店
と
契
約
す
る
際
に
は

　

相
談
者
は
、「
ガ
ス
は
ほ
と
ん

ど
使
っ
て
い
な
い
」
と
の
こ
と
で

し
た
が
、使
用
量
に
関
係
な
く「
基

本
料
金
」は
発
生
し
ま
す
。
ま
た
、

L
P
ガ
ス
料
金
は
販
売
店
に
よ

り
自
由
に
決
め
ら
れ
る
の
で
、
転

居
前
の
料
金
よ
り
高
額
で
も
、
適

正
な
契
約
で
あ
れ
ば
、
請
求
が
不

当
で
あ
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

L
P
ガ
ス
の
販
売
店
は
、
自
由

に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ

で
、
今
回
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
避

け
る
た
め
に
も
、
事
前
に
契
約
内

容
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

「
好
き
」
と
「
嫌
い
」

　
　
　

〜
人
の
つ
な
が
り
〜

　

先
日
、
あ
る
建
物
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に
乗
っ
た
私
は
、
見
ず
知
ら
ず

の
人
と
二
人
き
り
で
乗
り
合
わ
せ
ま

し
た
。
知
ら
な
い
人
と
非
常
に
近
い

距
離
に
い
る
居
心
地
の
悪
さ
か
ら
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
人
か
ら
離
れ
る
訳

に
も
い
か
な
い
私
は
、
無
意
識
に
そ

の
人
に
話
し
か
け
て
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
に
は
、
こ
ん
な
経
験
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

調
べ
て
み
る
と
、
私
た
ち
に
は
、

対
人
関
係
に
つ
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
を

保
と
う
と
す
る
心
の
働
き
が
あ
る
よ

う
で
す
。
例
え
ば
、
誰
か
に
好
意
を

も
た
れ
た
ら
、
そ
の
人
の
こ
と
が
な

ん
と
な
く
大
切
に
思
え
た
り
、
逆
に

批
判
的
な
思
い
に
ふ
れ
る
と
、
そ
の

人
の
こ
と
を
な
ん
と
な
く
遠
ざ
け
て

し
ま
う
よ
う
な
経
験
で
す
。

　

Ａ
Ｃ（
公
共
広
告
機
構
）の
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
で
、金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の『
こ

だ
ま
で
し
ょ
う
か
』
と
い
う
詩
が
、

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
遊
ぼ
う
」
っ
て
い
う
と

「
遊
ぼ
う
」
っ
て
い
う
・
・

こ
の
こ
と
も
、
バ
ラ
ン
ス
を
保
と
う

と
す
る
私
た
ち
の
心
の
働
き
で
し
ょ

う
か
。
遊
ぼ
う
と
言
わ
れ
て
、
嫌
だ

と
答
え
る
に
は
、
ま
た
、
嫌
い
だ
と

言
わ
れ
て
好
き
だ
と
答
え
る
に
は
、

随
分
と
そ
の
居
心
地
の
悪
さ
に
堪
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

職
場
や
家
庭
や
学
校
で
、
誰
か
の

こ
と
を
、
嫌
だ
な
と
か
、
苦
手
だ
な

と
い
う
思
い
を
も
て
ば
、
き
っ
と
誰

か
の
心
に
、
嫌
い
だ
な
、
苦
手
だ
な

と
い
う
思
い
が
生
ま
れ
る
の
か
も
し

れ
な
い
で
す
ね
。
私
た
ち
は
対
人
関

係
に
お
い
て
、
知
ら
な
い
う
ち
に
バ

ラ
ン
ス
を
と
ろ
う
と
す
る
の
で
す
か

ら
・
・
。

　

折
し
も
、
梅
雨
の
季
節
で
す
。
こ

の
季
節
を
「
じ
め
じ
め
し
て
苦
手
だ

な
」
と
、
と
ら
え
る
こ
と
も
、「
雨

に
濡
れ
た
、
花
の
色
が
好
き
」「
夏

の
く
ら
し
や
実
り
を
支
え
る
雨
」と
、

と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
長
短

は
裏
返
し
で
す
。

　

こ
の
季
節
、
職
場
の
人
間
関
係
も

や
や
緊
張
が
解
け
、
そ
の
人
ら
し

さ
が
出
て
く
る
こ
ろ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
相
手
の
人
の
「
良
さ
」
を
見
つ

め
る
こ
と
が
、
自
分
の
「
良
さ
」
に

気
づ
い
て
も
ら
え
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
子
育
て
の
中
に
あ
っ
て

も
、
子
ど
も
へ
の
温
か
な
視
線
や
愛

情
は
、
ま
た
、
家
族
の
温
か
な
関
係

は
、
子
ど
も
の
心
の
均
衡
を
創
り
、

伸
び
よ
う
と
す
る
、
挑
戦
し
よ
う
と

す
る
子
ど
も
の
姿
に
つ
な
が
り
ま

す
。

こ
だ
ま
で
し
ょ
う
か
、

い
い
え
、
誰
で
も
。

　

そ
ん
な
思
い
を
胸
に
、
人
と
の
良

い
つ
な
が
り
を
、
み
ん
な
で
紡
い
で

い
け
た
ら
素
敵
で
す
ね
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
人
権
施
策
課
〕

と
が
大
切
で
す
。
契
約
の
際
は
、次

の
4
点
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

料
金
：
料
金
の
仕
組
み
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
?

● 

値
上
げ
：
提
示
さ
れ
た
料
金

が
、
急
に
理
由
な
く
値
上
げ

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
?

● 

内
容
：
契
約
内
容
に
不
利
な

点
は
な
い
か
?

● 

サ
ー
ビ
ス
：
保
安
や
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
?

	　

販
売
店
の
説
明
を
受
け
て
も

不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。



11

　
大
切
な
自
然
環
境
で
あ
る「
湿
地
」。で
も
、

私
た
ち
に
は
縁
遠
い
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
。
こ
の
本
は
、
湿
地
の
役
割
や
私
た
ち
人

間
と
の
関
わ
り
な
ど

を
紹
介
し
て
あ
り
、湿

地
の
大
切
さ
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

遊
磨 

正
秀 

監
修　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

﹃
湿
地
の
大
研
究
﹄

ジ
メ
ジ
メ
⋮
。

　

梅
雨
の
時
期
に
な
る
と
、
必
ず

と
い
う
ぐ
ら
い
話
題
に
あ
が
る
の
が

「
カ
ビ
」！ 

で
も
、
発
酵
食
品
な

ど
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の

も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
「
カ
ビ
」

に
関
す
る
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

﹃
カ
ビ
を
防
い
で
快
適
生
活
﹄

（
吉
田 

政
司 

著

幻
冬
舎
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
）

　

資
産
で
あ
る
健
康
と
、
財
産
で

あ
る
住
ま
い
を
守
る
た
め
、
カ
ビ

対
策
40
年
の
プ
ロ
が
掃
除
テ
ク
な
ど

を
教
え
ま
す
。

﹃
発
酵
食
品
の
大
研
究
﹄

（
小
泉 

武
夫 

監
修Ｐ

Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

　

菌
や
カ
ビ
を
利
用
し
て
作
ら
れ

る
発
酵
食
品
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や

す
く
紹
介
し
て
あ
る
児
童
書
で

す
。

﹃
か
び
か
び
も
わ
も
わ

︲げ
ん
こ
つ
山
の
な
か
ま
た
ち
3︲﹄

（
山
中 

恒 

作
／
偕
成
社
）

　

カ
ビ
が
生
え
た
お
菓
子
を
「
大

丈
夫
！
」
と
食
べ
た
き
つ
ね
の
ブ
キ

ブ
キ
。
す
る
と･･･

!?　

幼
い
子

ど
も
た
ち
の
日
常
生
活
を
描
い
た

絵
童
話
で
す
。

6月の新着図書6月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書一般書
﹃
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
中
国
人
の
常
識
と
非
常
識
﹄

大
羽
り
ん 

著
／
武
田
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
ジ
ャ
パ
ン

﹃
ミ
ニ
＆
ベ
ビ
ー
野
菜
の
コ
ン
テ
ナ
菜
園
﹄

松
井 

孝 

著
／
講
談
社  

﹃
ロ
マ
ン
ス
﹄   　
　

                 　

 

柳 

広
司 

著
／
文
藝
春
秋

﹃
ぼ
く
っ
て
王
さ
ま
﹄

　

ア
ン
ネ
・
ヴ
ァ
ス
コ 

作
、
も
り
し
た 

け
い
こ 

訳
／
講
談
社

﹃
日
本
の
も
と  

円
﹄　　
　
　
　

 　

森
永 

卓
郎 

監
修
／
講
談
社

﹃
怪
盗
ブ
ラ
ッ
ク
の
宝
物
﹄　 　

  

那
須 

正
幹 

作
／
福
音
館
書
店

◎おはなし会
かい

▽とき　6月11日（土） ごぜん10じ30ぷんから

▽たいしょう　4さいいじょうの子
こ

ども
 ● ペープサート『そっくりで』
 ● おはなし　　『こすずめのぼうけん』
◎えほんとわらべうたの時

じ

間
かん

 ≪きらら≫

▽とき　6月25日（土） ごぜん10じ30ぷんから

▽たいしょう　3さいいかの子
こ

ども
 ● 絵

え

本
ほん

　　　 　『いいおかお』
 ● 手

て

袋
ぶくろ

人
にん

形
ぎょう

　　『カラスの親
おや

子
こ

』
※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
　があります。
※どちらも、としょかんの2かいでかいさい
　します。

　

奈
良
県
、
お
よ
び
大
和
高
田
市
で
は
、

か
ね
て
か
ら
作
業
を
進
め
て
き
た
「
大
和

都
市
計
画
区
域
の
線
引
き
（
市
街
化
区
域

及
び
市
街
化
調
整
区
域
の
区
域
区
分
）・
用

途
地
域
・
高
度
地
区
・
準
防
火
地
域
・
生

産
緑
地
地
区
の
変
更
、
地
区
計
画
の
決
定
」

を
終
え
、
平
成
23
年
5
月
10
日
付
け
で
、

都
市
計
画
の
変
更
お
よ
び
決
定
を
告
示
し

て
い
ま
す
。

　

開
発
行
為
、
建
築
行
為
、
申
請
手
続
な

ど
は
、
す
で
に
新
し
い
都
市
計
画
の
規
制

が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
都
市
計
画
に
関
す
る

図
書
な
ど
は
、
県
庁
地
域
デ
ザ
イ
ン
推
進

課
、
ま
た
は
、
市
役
所
都
市
計
画
課
で
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
都
市
計
画
課　

内
線
６
８
７
〕

大和都市計画区域の線引き・用途地域・
高度地区・準防火地域・生産緑地の変更
および地区計画の決定
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当
時
高
田
み
や
げ
だ
っ
た
「
錦

餅
」
の
看
板
が
見
え
ま
す
。　

　

さ
て
、
こ
こ
は
市
内
の
ど
こ
で

し
ょ
う
。
こ
た
え
は
、
後
の
ペ
ー

ジ
で
す
。

■ 

危
険
物
所
有
事
業
所
で
は
…

 

● 

施
設
の
日
常
点
検
を
確
実
に
お
こ
な
い
、適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う

 

● 

人
為
的
な
ミ
ス
な
ど
に
よ
る
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、従
業
員
へ
の
適

切
な
保
安
教
育
を
お
こ
な
い
、自
主
保
安
体
制
を
構
築
し
ま
し
ょ
う

■ 

一
般
家
庭
で
は
…

 

● 

天
ぷ
ら
油
や
灯
油
な
ど
の
取
り
扱
い
に
は
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

〔
高
田
消
防
署　

☎
25
・
０
１
１
９
〕

　

危
険
物 

無
事
故
の
ゴ
ー
ル
は
譲
れ
な
い
！

■ 

安
心
し
て
飲
め
る
水
道
水
を
届
け
る
た
め
に

　

大
和
高
田
市
の
水
道
水
は
、御
所
浄
水
場
か
ら
の
安
全
で
お
い
し
い
水
を
、

１
０
０
%
受
水
し
た
も
の
で
す
。吉
野
川（
紀
の
川
）を
水
源
と
す
る
豊
富
で

清
ら
か
な
水
は
、
水
道
水
に
適
し
た
水
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
、
厳

し
い
水
質
検
査
な
ど
多
く
の
工
程
を
経
て
、
各
家
庭
に
届
け
て
い
ま
す
。

■ 
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安
定
し
た
給
水
を

　

市
で
は
、昭
和
11
年
の
給
水
開
始
以
来
、6
度
に
わ
た
る
拡
張
事
業
を
お

こ
な
い
、水
道
の
普
及
率
は
99
・９
%
と
、ほ
ぼ
市
内
全
域
に
達
し
ま
し
た
。そ

の
後
も
、
大
切
な
水
道
施
設
や
技
術
を
将
来
に
引
き
継
ぎ
、緊
急
時
に
も
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
機
能
を
確
保
で
き
る
よ
う
、い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
利
用

で
き
る
水
道
の
供
給
に
、
努
め
て
い
ま
す
。

■ 

健
全
な
水
道
事
業
の
経
営
を
め
ざ
し
て

　

水
道
事
業
は
、
一
般
会
計
か
ら
独
立
し
て
経
営
す
る
「
独
立
採
算
制
」

で
す
。
水
道
施
設
の
維
持
管
理
や
改
修
な
ど
、す
べ
て
の
費
用
は
、
皆
さ
ん
か

ら
の
水
道
料
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、「
生
活
を
支
え
る
水
道
・
水

道
を
支
え
る
水
道
料
金
」
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
上
下
水
道
部
で
は
、
経

費
の
節
減
と
効
率
的
な
業
務
で
、
よ
り
健
全
な
運
営
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

〔
上
下
水
道
部
水
道
部
門　

☎
52
・
１
３
６
５
〕

　

蛇
口
か
ら 

あ
ふ
れ
る
ぼ
く
ら
の 

夢
・
未
来　

6
月
1
日
〜
30
日

　

6
月
5
日
の「
環
境
の
日
」
を
中
心
と
す
る
月
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
、一

人
一
人
が
環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、身
近
な
こ
と
か
ら
、活
動
を
始
め
ま

し
ょ
う
。

 

● 

リ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
し
、
ゴ
ミ
の
量
を
減
ら
す

 

● 

無
駄
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
し
な
い

 

● 

川
や
道
路
に
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
を
し
な
い

 

● 

犬
の
散
歩
の
時
は
、
フ
ン
の
後
始
末
を
す
る

 

● 

浄
化
槽
は
定
期
点
検
し
、
年
に
１
回
清
掃
を
す
る

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報
に
注
意

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、9
月
末
ご
ろ
ま
で
の
、日
差
し
が
強
く
、気
温
が
高
く
、

風
の
弱
い
日
の
日
中
に
発
生
し
ま
す
。
予
報
や
注
意
報
な
ど
が
出
た
と
き
は
、

学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
各
公
共
施
設
等
に
連
絡
し
ま
す
。ま
た
、各
公

共
施
設
等
の
掲
示
板
で
も
「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報
」
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

「
予
報
」
が
発
令
さ
れ
た
ら

 

● 

屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
避
け
る

 

● 

目
や
の
ど
が
痛
く
な
っ
た
場
合
は
、
目
を
洗
い
、
う
が
い
を
す
る

「
注
意
報
」
が
発
令
さ
れ
た
ら

 

● 

屋
外
で
の
運
動
は
避
け
、
屋
内
に
入
る

 

● 

目
や
の
ど
が
痛
く
な
っ
た
場
合
は
、
目
を
洗
い
、
う
が
い
を
す
る

 

● 

症
状
が
ひ
ど
い
場
合
は
、
医
師
の
診
察
を
受
け
る

 

● 

自
動
車
の
使
用
を
、
控
え
る

〔
環
境
衛
生
課　

内
線
２
８
１
〕

危
険
物
安
全
週
間
6
月
1
日
〜
7
日

6
月
5
日
〜
11
日

水
道
週
間

環
境
月
間


